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第２回大分中央地域ビジョン会議の内容・進捗状況について地域の皆様にお知らせします。
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日時:平成29年7月26日18時

会場:コンパルホール

参加:委員17名、顧問2名

本市においても、今後、人口が減少に転じることが予測され、地域コミュ

ニティの活性化や効率的な行政運営等々諸課題への対策が求められ

ています。

これら課題の解決には、行政が市民の意向や地域の実情を的確に把

握し、市政への反映に努めることが重要です。

このような中、市内13 地域において、地域の代表者等で構成する『ビ

ジョン会議』を設置し、議論を深めそれぞれの特性を踏まえた「地域まち

づくりビジョン」としてご提言いただきます。
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１１１１
前回会議の整理
事務局より前回会議の振り返りを行いました。

・避難所について

・ビジョン通信について
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都市計画に関する説明
事務局より都市計画に関する説明を行いました。

①都市計画マスタープラン（大分地区）

地域の現状共有、意見交換

↓

仮テーマ設定、コンセプトの決定

↓

取り組むべき事業を検討

↓

素案の検討、将来像（キャッチフレーズ）の決定

↓

提言の確認・最終決定

◆ビジョン作成までの流れ(案)

・ビジョン通信について

②大分市立地適正化計画

第１章 地域の特性

第２章 地域の現状、市の施策

第３章 人口推移と将来推計

第４章 地域の分析

第５章 将来像

第６章 将来像実現に向けた取り組み
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ビジョン会議の進め方
提言の構成や大分中央地域の仮テーマ設定などに

ついて話し合いました。

市⺠福祉・教育

◆大分中央地域の４つのテーマ(仮)

防災と防犯

商業と都市整備

文化・芸術と観
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４４４４ 事前意⾒調査のまとめ

大分中央地域の強み (⻑所)

大分中央地域の弱み (短所)

大分中央地域の強みと弱みの合計 (≒関⼼度)

1位 商業・サービス業の振興

2位 個性豊かな文化・芸術の創造と発信

1位 地域コミュニティの活性化

2位 商業・サービス業の振興

2位 個性豊かな文化・芸術の創造と発信

1位 地域コミュニティの活性化

2位 防災・危機管理体制の充実

地域の特性を分析し、今後の方向性を導くために委員の皆様に事

前調査を行いました。大分市の総合計画に基づく41
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施策について、合計
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意見をいただき、それぞれを強

強強

強み・
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みに集計・整理しました。

Strength

Weakness

◆大分中央地域まちづくりビジョン構成

2位 個性豊かな文化・芸術の創造と発信

3位 計画的な市街地の形成

2位 個性豊かな文化・芸術の創造と発信



意⾒交換
委員による意見交換を行い大分中央地域の現状や課題、目指す姿について話し合いました。
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「欲しい情報が手に入る子育て環境・安心できる子育て環境」
・子育て情報窓口の一本化。

どこに問い合わせるか悩まなくてもいい総合窓口が必要。

・親子が安心して自転車で出かけられる、そんな道路整備・施設整備を。

「⼦育て⽀援は⼤切。でも⾼齢者の⽀援にも関⼼寄せて」
・高齢化率の上昇に対し、敬老会助成金や高齢者が集まれる場所はもっとあっていい。

「多くの課題を抱える地域コミュニティ」
・地域活動の参加者や担い手が固定化し、高齢化している。

・マンションが増え、地域活動等に関心がない人が増えてきたことに危機感。

・小学校が無くなって、子供会が無くなって、地域の運動会も続けられるか分からない。

「参加の輪を拡げたい。しかし、どうやって？」
・神社の祭り、中高生の地域行事の参加、企業による地域貢献活動など、

地域によって成功例もある。

・facebookを立ち上げようとか、子ども達の安全のために緊急用の公衆電話が必要とか、

自治会の方々と意見を出し合って駅南ではまちづくりを進めている。

・子どもも高齢者も喜べる地域にするということが大前提。

■問い合わせ 大分市企画部企画課 TEL:537-5603 ⼤分中央公⺠館 TEL:538-0100

・新たに転入してきた人たちに知ってもらう、参加してもらうことが緊要。

・すべてに共通して、どうやって住民に参加してもらうかを真剣に考えないといけない。

「駅周辺整備で活性化した駅北･駅南、商業と文化」
・商業地まで駅南にいくのでは？と懸念した。

でもしっかりお客さんは駅北に戻ってきた。郊外からも。

・駅北は商業、駅南は文化、という大きな棲み分けができている。

・棲み分けされながらも、鉄道で仕切られていた街が一体化できた。

「面としての街の広がりと“一体感”を」
・食事、買い物、イベント…。ゆっくりと歩いて回れることが魅力となるような街中に。

・街中もまだエリアでばらつきがある。面としての街の広がりを醸成し“魅力ある大分の街”に。

・商店街や大型店舗による商業面の“一体感”も街の魅力を高めている。

・市美術館とＯＰＡＭを結ぶ線、これも大事。

・パルコ跡地や22･54街区（市有地）などの問題に住民から意見を出すことも必要。

・周辺地域との均衡ある発展を描いていきたい。

・[商業･観光]と[文化･芸術]は互いにまちづくりの重要な要素。

・新川浜町の住環境整備などについても議論したい。

・“大分中央地域”という括りの中に中心市街地やそれぞれの校区があって要望もある。

それぞれ汲み取っていってもらいたい。

・人口増加につながる産業の振興による雇用確保など、重要な項目が落ちないように

進めなければならない。

・実際に専門分野で取り組まれてる方々に意見を求めてはどうか。

■問い合わせ 大分市企画部企画課 TEL:537-5603 ⼤分中央公⺠館 TEL:538-0100


